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みなさんこんにちは。火曜日担当の MS で

す。今回の LA 通信ですが、「論文・課題作成

効率化のために工夫していること」と題して、

自 分 が 最 近 使 っ て い る ウ ェ ブ ツ ー ル

「English/Japanese Text Keyword Analyzer」

(以下、「EJTKAN」) をご紹介します (石川、

2025)。 

これは神戸大学の石川先生によって開発

された、自動で特徴語 (キーワード) を抽出

して、さらにその統計データをエクセルで出

力してくれる最新鋭のウェブツールです。今

年の国語研究所言語資源ワークショップ

2025 にて発表・公開されました (国立国語

研究所、2025)。 

使い方は簡単で、同じ言語の参照コーパス

とターゲットコーパス  (現代英語と現代日

本語に対応) を UTF-8 に設定のうえテキス

ト形式でアップロードすれば、後は自動で特

徴語  (正の特徴語 ) を抽出してくれます 

(石川、2025: 8-11)。それに加えて、参照コ

ーパスには出てくるが、ターゲットコーパス

にはあまり出てこない語  (負の特徴語) に

ついても特定できます。  

ここまで聞くと、他のソフトウェアやコン

コーダンサ (例: SegmentAnt でセグメント

した日本語テキストを AntConc で読みこま

せる) でも特徴語の検索はできるんじゃな

いかとお思いかもしれません。ですが、

「EJTKAN」の利点は、日本語に対応してい

ること (石川、2025: 1-2)、ウェブソフトな

のでダウンロードが不要なこと (2025: 9)、

統計量と効果量についても自動で出力され

ること (2025: 12-16)、そのデータをエクセ

ルファイルでダウンロードできること 

(2025: 11-12)、そして計算過程を明らかにす

るための計算シートの存在  (2025: 15-16) 

などが指摘されています。 

このように、至れり尽くせりといった

「EJTKAN」ですが、言語学のみならず、様々

な分野で利用できると紹介されています 

(2025: 7-8)。まさにその通りで、たとえば言

語学 / 文学だとロシア生まれの小説家 

(Rand と Zamyatin) のディストピア作品に

おける言語的特徴の比較 (言語学/文学)、文

学/翻訳学だとウェルギリウス『アエネーイ

ス』のダクテュリコス・ヘクサメトロス韻律

での英訳 (Crane 1888と Ahl 2007) の比較、

そして言語学習/英語教育学だと英語母語話

者と非母語話者  (自分) の文体的特徴のよ

うに、とにかくことばを用いる分野の研究に

幅広く活用しています。 

個人的に好きな利用方法として、探索的研

究の一環として、とりあえず気になったテキ

ストを比較することがあります。もちろん、

トピックや仮説を定めてからテキストを比

較する  (検証的研究) 方が一般的かもしれ

ませんが、「EJTKAN」を使うことで初めて気

づくこともあるので、気に入っています。そ

れ以外の詳しい使用方法や注意点について

は、石川先生の発表原稿を参考にしてくださ

い (石川、2025)。 

最後に、「EJTKAN」は、それを使っただけ

で全ての問題を解決できるような万能ツー

ルではないことを念押ししておきます。また、

それを用いることは誰でもできます。私含め、

みなさんの研究においてより重要になるの

は、比較に際して適切なコーパスを作成・選

定し (Garbage In Garbage Out 対策)、かつ
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出力された統計データを前に、自分なりに何

をどのように分析・考察できるかということ

です。それが論文の面白さに直結することは

言わずもがな、言語研究において量的分析と

質的分析の両方の側面を大事にすることは

重要だと思います。 

長くなりましたが、今回は最新鋭の特徴語

比較ウェブツール「EJTKAN」を紹介しまし

た。他にも外大生のみなさんにとって便利な

ツールをご紹介できればと思います。それで

は。 
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